
 
 

平成 31 年 1 月 24 日 

                                     中 部 地 方 整 備 局 

木 曽 川 上 流 河 川 事 務 所 

 

～ 災害対策車両等の見学・操作体験等を実施 ～ 

見よう・知ろう・乗ろう「災害現場で働くクルマたち」 

 

概 要 

木曽川上流河川事務所では、災害現場で活躍する災害対策車両（対策本部車、排水ポンプ車、

照明車）を保有しており、平成30年7月豪雨の際にも、当事務所管内の複数箇所に実際に派遣し

ております。 

この度、災害対策車両等の見学や操作体験等を実施するとともに、岐阜市日置江水防団によ

る水防工法（月の輪工）の展示を行います。 

 

 

１．開催日時  平成 31 年 2 月 24 日（日） 9：00～14:00  

          参加費：無料 

  ※雨天、雪等の場合は、中止させていただくことがございます。中止の際には、2月23日（土）

21 時までに、木曽川上流河川事務所ホームページに掲載させて頂きます。 

    URL ： http://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/ 

 

２．開催場所  信長ゆめ広場【JR 岐阜駅前】 

 

３．開催概要  災害現場で活躍する災害対策車両等の見学・操作体験等 

          岐阜市日置江水防団による水防工法（月の輪工）の展示 

 

４．派遣車両  対策本部車・・・車両を拡幅し、拡幅後の車内を見学できます 

排水ポンプ車・・・車両や排水ポンプなどを見学できます 

照明車・・・子供達を中心に照明の操作体験を実施します 

河川パトロールカー・・・車両の見学・乗車体験を実施します 

※ 車両の詳細は【別紙車両説明資料】参照 

 

５．解 禁    指定なし 

 

６．配 布 先 中部地方整備局記者クラブ、岐阜県政記者クラブ 

 

７．問 合 せ 木曽川上流河川事務所 保全対策官 勅使河原 雅敏 

電話：058-251-4265（防災情報課直通）  





車体を拡幅した時の室内の広さは１４畳で、
災害現場で会議室や仮眠所として使用できます。

無線機、ＦＡＸ、ＴＶなどを搭載。シャワー、
トイレ、などを装備し、災害
現場の対策本部として機能し
ます。２台を連結することが
でき、さらに広いスペースを
確保できます。

災害現場で夜間に十分な明るさを確保し、緊急作業
の効率を高めるとともに、安全な作業環境を確保しま
す。

明るさは、グラウンドのナイター照明塔１基に相当
します。
また、７階建ビルの屋上と同じ高さ
から現場を照らします。

災害現場で活躍する災害対策車両

対策本部車（たいさくほんぶ車）

排水ポンプ車（はいすいポンプ車）

照明車（しょうめい車）

◆現地対策本部として活躍
げんち たいさく ほんぶ かつやく

内水はん濫で緊急に排水が必要な時に使用し
ます。

１秒間にﾄﾞﾗﾑ缶約２．５本（30m3/分）の排
水が可能、小学校のプールを１０分ほどで空に
することができます。
１回の給油で約１３時間稼
働します。

◆小学校のプールを約10分で空に
やく から

◆緊急夜間作業の安全と効率を確保
きんきゅうやかんさぎょう あんぜん こうりつ かくほ

さ い が い げ ん ば か つ や く さ い が い た い さ く し ゃ り ょ う

国土交通省木曽川上流河川事務所

【木曽上保有台数　１台】

【木曽上保有台数　４台】

【木曽上保有台数　２台】
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